
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 社会資本の現状とあるべき姿 

 

社会潮流 

◆中四国の拠点としての期待 

◆グローバル化の進展 

◆アジアの著しい経済成長 

◆東アジア地域からの観光客の増加 

本県の特性 

◆東アジアに近い地理的優位性 

◆観光資源が豊富 

◆２つの世界遺産 

◆中四国地方最大の人口，産業，都

市機能が集積する広島都市圏 

◆製造品出荷額が中四国九州地方で１位 

◆世界トップレベルの技術が集積 

 

社会潮流 

◆環境に対する新たな要請の高まり 

◆大規模地震発生の切迫性の高まり 

◆異常気象による局地的豪雨の頻発 

◆少子・高齢化，人口減少の進行 

本県の特性 

◆全国最多の土砂災害危険箇所数 

 

 

社会潮流 

◆少子・高齢化，人口減少の進行 

【再掲】 

◆低密度市街地の拡大や都市機能の

拡散の進行 

本県の特性 

◆県土の３/４を占める中山間地域 

 

強み 

・井桁状の高速道路網 

・全国上位の高速自動車道延長 

・中四国地域の中核国際港湾である

広島港 

・有数産業の物流を支える福山港，

尾道糸崎港 

・広島空港の充実した国際定期便運

航便数 

弱み 

・高速道路等の交通渋滞に弱い空港

アクセス 

・主要な道路を中心とした渋滞 

 

強み 

・架橋事業の推進により本土と陸続

きになった島しょ部 

・利便性の高い沿岸部への人口・産

業の集積 

弱み 

・全国平均の２倍近い水害被害 

・全国４位の土砂災害発生件数  
強み 

・井桁状の高速道路網【再掲】 

・全国７位の県道実延長 

・全国６位の港湾数 

弱み 

・鉄道分断による都市機能の低下 

・全国平均を下回る一般県道整備率 

新
た

な
経

済
成

長
 

安
心

な
暮

ら
し

づ
く

り
 

豊
か

な
地

域
づ

く
り

 

Ⅱ―１(6～7p) 
社会資本の現状 

Ⅱ―２(8～9p) 
社会潮流・本県の特性 
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Ⅱ 社会資本の現状とあるべき姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

Ⅱ―３(10～13p) 
10 年後の社会資本のあるべき姿 

広域交通 

◆アジアとの取引が活発化し，アジアを中心とする海外成長市場の獲得

が進んでいます。 

中枢拠点性 

◆県境を越えて「ひと」が集まり，中四国地方における広島県の中枢拠

点性が向上しています。 

物流基盤 

◆企業活動を支える物流基盤の充実により，経済基盤の強化が進んでい

ます。 

観光基盤 

◆陸・海・空からのアクセス基盤が整備され，裾野の広い観光産業が発

展しています。 

◆観光インフラが整備され，「ひろしまブランド」や「瀬戸内ブランド」

を確立しています。 

 

環境保全 

◆再生可能エネルギーが利用され，環境への負荷の少ない持続可能な社

会の仕組みづくりが進んでいます。 

防災 

◆災害による被害を最小限にするための県土づくりが進んでいます。 

生活環境 

◆支援や介護が必要な人が地域で安心して生活できる環境の整備が進ん

でいます。 

交通安全 

◆安全で安心な交通環境の整備が進み，交通事故が減少しています。 

 

都市地域 

◆都市地域において，機能的で利便性の高いコンパクトなまちづくりが

進んでいます。 

中山間地域 

◆中山間地域において，日常生活圏が維持され，都市的サービスを享受

できる環境の整備が進んでいます。 

 

新
た

な
経

済
成

長
 

安
心

な
暮

ら
し

づ
く

り
 

豊
か

な
地

域
づ

く
り
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１ 社会潮流 

○ 国と同様，本県においても，今後も人口が減少し，本格的な高齢化が進むという，

これまで経験したことのない時代を迎えます。 

○ また，今後，グローバル化が一層進展し，経済活動から日常生活に至るまで，様々

な場面で影響を受けることが見込まれています。 

○ このため，社会資本整備については，従来型の発想の転換が求められるとともに，

最近の異常気象による局地的豪雨への対応など，新たな災害対応の構築が求められて

いるところです。 

 

 

人口動態 ◆ 少子・高齢化，人口減少の進行 

人口密度の更なる低下が懸念される中山間地域等を中心に，日常生活

に必要な基礎的な機能，サービスの維持が困難化 

経済状況 ◆ グローバル化の進展 

◆ 中国をはじめとするアジアの著しい経済成長 

◆ 地域主権推進と中四国の拠点としての期待 

◆ 東アジア地域からの観光客の増加 

自然・環境 ◆ 大規模地震発生の切迫性の高まり 

◆ 異常気象による局地的豪雨の頻発や台風の大型化，土砂災害・水害の

発生リスクの増大 

◆ 環境・資源・エネルギーに対する新たな要請の高まり 

都市構造 ◆ 低密度市街地の拡大や都市機能の拡散の進行 

モータリゼーションの進展などにより，都市周辺部の開発が進められ

る一方，中心部は空洞化 

 

 

２ 本県の特性 

① 地理的特性 

○ 本県は，今後，大きな経済的発展が見込まれる東アジア地域に近いという地理的

優位性を有しています。 

○ また，風光明媚な瀬戸内海や中国山地など豊かな自然に恵まれ，古くからの交通・

流通の要衝，産業の拠点としての道を歩んできました。 

  

Ⅱ－１ 社会潮流・本県の特性 

主な社会潮流 
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Ⅱ－１ 社会潮流・本県の特性 
 

○ さらに，夏の海水浴から冬のスキー・スノーボードまで，四季を通じて様々なレ

ジャーを楽しむことができます。 

○ その一方で，本県の地質は，風化が進んだ崩れやすい花崗岩（マサ土）と流紋岩

等から構成され，地形も全般的に急峻な山地が多いため，土砂災害危険箇所数が全

国最多で，長雨や集中豪雨があるたびに，がけ崩れや，渓流からの多量の土砂流出

により，公共施設，人家及び田畑の流出・埋没等の被害を受け，また尊い人命も失

われています。 

 

 

◆ 東アジアに近い地理的優位性 

◆ 中四国地域の中心に位置する地理的優位性 

◆ 瀬戸内海の歴史・文化・景観が調和した観光資源が豊富 

◆ ２つの世界遺産（厳島神社，原爆ドーム） 

◆ 四季を通じて様々なレジャーを楽しめる気候 

◆ 全国最多の土砂災害危険箇所数（31,987箇所） 

 

② 社会的・経済的特性 

○ 本県は，中四国地方最大の人口，産業，都市機能が集積する広島都市圏を有して

います。 

○ また，製造品出荷額は中四国九州地方で１位であり，自動車産業をはじめ，もの

づくり産業において世界トップレベルの技術が集まっています。 

○ その一方で，県土の４分の３を占めている中山間地域では，人口の流出や，商店

等の撤退などにより，日常生活に必要な基礎的機能，サービスの維持が困難化して

います。 

 

 

◆ 中四国地方最大の人口，産業，都市機能が集積する広島都市圏 

◆ 製造品出荷額が中四国九州地方で１位 

◆ ものづくり産業において世界トップレベルの技術が集積 

◆ 県土の３/４を占める中山間地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内海の多島美 厳島神社大鳥居 原爆ドーム 
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主な社会的・経済的特性 

主な地理的特性 



 

 

 

○ 本県の社会資本は，これまでの投資により，一定のストックが築き上げられてきま

した。 

○ これらの社会資本ストックは，県民の安全で快適な生活の維持や様々な社会・経済

活動を支え，潜在機能を有した本県の「強み」となっている一方で，まだ整備が遅れ

ている部分については，今後も改善すべき本県の「弱み」となっています。 

 

１ 潜在機能を有した「強み」となっているもの 

新たな経済成長 

◆ 広島空港，広島港発着の定期路線や新幹線，高

速道路等の発達した国内外との広域交通網 

◆ 平成 20 年代半ばに完成する県境を越える井桁

状の高速道路ネットワーク 

◆ 全国上位の高速自動車道延長（５位） 

◆ 20分以内で高速ＩＣへアクセスできる 82の産

業団地 

◆ 中四国地方で唯一５万 t コンテナ船が係留可

能であり，中四国地域の中核国際港湾である広島

港（国際海上コンテナ輸送網の拠点） 

◆ 有数産業の物流を支える福山港(鉄鋼），尾

道糸崎港(木材) 

◆ 自転車歩行者道が整備され，自転車でも本州から四国へ渡ることが可能なしまな

み海道 

◆ 広島空港の充実した運航便数（国際定期便 6路線30便…国内7位(H22.11.1現在)，

利用者数（国内＋国際合計）2,822 千人…国内 11位（H21 年度）） 

安心な暮らしづくり 

◆ 架橋事業の推進により約８割の離島指定地域が本土と陸続きとなった島しょ部 

◆ 流域下水道のスケールメリットを活かした広域的な下水道整備 

◆ 利便性の高い沿岸部への人口・産業の集積 

◆ 全国１位のプレジャーボート数 

豊かな地域づくり 

◆ 平成 20 年代半ばに完成する県境を越える井桁状の高速道路ネットワーク[再掲] 

◆ 全国７位の県道実延長（3,667km） 

◆ 全国６位の港湾数（特定重要港湾１港，重要港湾３港，地方港湾４０港） 

 

 

Ⅱ－２ 社会資本の現状 

〔イメージ図〕 平成 20 年代半ばに完成する県境を越える井桁状の高速道路ネットワーク 
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Ⅱ－２ 社会資本の現状 
 

２ 今後も改善すべき「弱み」となっているもの 

新たな経済成長 

◆ 高速道路等の交通渋滞に弱い空港アクセス 

◆ 主要な道路を中心とした 58箇所の渋滞ポイント 

安心な暮らしづくり 

◆ 全国平均の２倍近い最近 10 年間の水害被害額（2,102 億円）と被害棟数（23 千棟） 

◆ 全国４位の近年(H10～18)の土砂災害発生件数（486件）と，呉豪雨災害(S42)・県

北西部豪雨災害(S63)・6.29豪雨災害(H11)・庄原豪雨災害(H22)など度々発生する大

きな土砂災害 

◆ 過去 20 年間で 7回（同 10 年間で 3回）発生した高潮被害 

◆ 要保全海岸延長は全国上位だが，防護人口達成率は 58％に留まり，16 万人が未防

護 

◆ 全国平均 53.6%を下回る都市浸水対策達成率（46.4%） 

◆ 要改良延長が 147km残り，橋梁耐震補強整備率が 75.5％に留まる緊急輸送道路 

◆ 全国平均 85.7%を下回る汚水処理人口普及率（81.3%） 

◆ 河川の底質悪化と海岸の埋立による藻場・干潟の減少 

◆ 27.5％に留まるバリアフリー化された県営住宅 

◆ 不足する子育て支援住宅（50 戸/県営住宅 16777 戸） 

◆ 全国平均を下回る一般県道の歩道設置率(26.1%) 

◆ 全国１位の放置艇隻数（16 千隻） 

◆ 全国上位の緊急対策踏切数（24箇所） 

豊かな地域づくり 

◆ 鉄道により市街地が分断され，円滑な交通などの都市機能が著しく阻害されてい

る広島市東部地区 

◆ 75％に留まる市町中心地へ 30分でアクセス可能な人口 

◆ 79kmあるバス路線のうち現況１車線の未改良道路延長 

◆ 全国平均 54.2％を下回る一般県道整備率（49.8％） 

 

 

 

 

 

 

 

  
Ｈ２２.７ 庄原市の集中豪雨による被災状況 
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○ 広島県の総合計画「ひろしま未来チャレンジビジョン」の基本理念では，地域社会

全体の価値を高めることで，「将来にわたって，『広島に生まれ，育ち，住み，働いて

よかった』と心から思える広島県の実現」に取り組むこととしています。 

 

○ また，目指す姿を実現するため，「人づくり」，「新たな経済成長」，「安心な暮らしづ

くり」，「豊かな地域づくり」の４つの分野において，様々な挑戦を行っていくことと

しており，土木局及び都市局が所掌している施策分野においても，効率的かつ効果的

に施策展開していく必要があります。 

 

○ 社会資本は，県民一人ひとりの日常生活や企業活動に至るまで，あらゆる場面で影

響を与える基盤となっており，生活の質や安全性を高める上で，重要な役割を担って

います。 

 

○ 「将来にわたって，『広島に生まれ，育ち，住み，働いてよかった』と心から思える

広島県の実現」に向けて，基盤となる社会資本をどのようにマネジメントし，どのよ

うな分野を重点化していくのかの方向性を考えていくためには，まず，目指すべき社

会資本の将来像を明確にしておく必要があります。 

 

○ 特に社会資本が担う役割が大きい「新たな経済成長」，「安心な暮らしづくり」，「豊

かな地域づくり」の各分野において，「ひろしま未来チャレンジビジョン」が目指す姿

に照らし合わせた，10 年後の社会資本のあるべき姿は次のとおりです。 

 

 

 

１ 新たな経済成長 

広域交通 

■ 陸・海・空が一体化した利用しやすい広域的なネットワークが形成され，海外と

の取引が活発化することで，アジアを中心とする海外成長市場の獲得が進み，世界

に向けて大きく羽ばたいています。 

中枢拠点性 

■ 県境を越えて，「ひと」が集まり，「ひと」と「まち」がつながれることにより，

商業，医療，行政等の様々な機能が集積し，中四国地方を強力に牽引する広島県と

なっています。 

物流基盤 

■ 物流基盤の充実により，「モノ」が集まり，企業活動が支えられ，経済基盤の強

化が進んでいます。 

観光基盤 

■ 陸・海・空からのアクセス基盤が整備され，国内外からの観光交流人口の増加や

観光地間の周遊性をもたらすことにより，裾野の広い観光産業が発展しています。 

Ⅱ－３ １０年後の社会資本のあるべき姿 
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Ⅱ－３ １０年後の社会資本のあるべき姿 
 

■ 観光インフラが整備され，「ひろしまブランド」や「瀬戸内ブランド」を確立し

ています。 

 

 

 

２ 安心な暮らしづくり 

環境保全 

■ 再生可能エネルギーが利用され，環境への負荷の少ない持続可能な社会の仕組み

の構築が進んでいるとともに，自然環境の保全が進んでいます。 

防災・減災 

■ 災害時における県民の生命・身体・財産への被害を最小限にするための県土づく

りが進むとともに，自ら身を守る「自助」，地域で助け合う「共助」，県・市町の

行う「公助」の役割分担と連携により，社会全体で取り組む防災協働社会が進展し

ています。 

生活環境 

■ 住宅や主要旅客施設周辺のバリアフリー化率が高まり，支援や介護が必要な人が，

地域で安心して生活できる環境の整備が進んでいます。 

交通安全 

■ 通学路や通行上危険な箇所を中心に，安全で安心な交通環境の整備が進み，交通

事故が減少しています。 

 

 

 

３ 豊かな地域づくり 

都市地域 

■ 都市地域においては，機能的で魅力的な市街地や施設等が整備されることにより，

都市機能が充実したコンパクトで利便性の高いまちの形成が進み，にぎわいが創出

されています。 

中山間地域 

■ 中山間地域においては，地域の自立を支える生活交通の円滑化により，日常生活

圏が維持されるとともに，地域連携を支える広域交通網により，市町中心地などへ

のアクセス性が確保され，都市的サービスを享受できる環境の整備が進んでいます。 
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Ⅱ－３ １０年後の社会資本のあるべき姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸・海・空が一体化した利用しやすい広域的なネットワークが形成

され，海外との取引が活発化することで，アジアを中心とする海外

成長市場の獲得が進み，世界に向けて大きく羽ばたいています。 

県境を越えて，「ひと」が集まり，「ひと」と「まち」がつ

ながれることにより，商業，医療，行政等の様々な機能が集

積し，中四国地方を強力に牽引する広島県となっています。 

物流基盤の充実により，「モノ」が

集まり，企業活動が支えられ，経済

基盤の強化が進んでいます。 

観光インフラが整備され，「ひろしまブラン

ド」や「瀬戸内ブランド」を確立しています。 

通学路や通行上危険な箇所を中心に，

安全で安心な交通環境の整備が進み，

交通事故が減少しています。 

１０年後の本県の姿 

(社会資本のあるべき姿) 

○県内全体に広がる井桁状の高速道路ネットワークの完成 ○国際コンテナ貨物取扱量の拡大 

○事故危険箇所の対策の進展 ○児童や高齢者等に優しい交通安全対策の充実 
○しまなみサイクリングロードの魅力向上 ○世界遺産(厳島神社)の玄関口の利便性向上 

○広島市２時間（自動車）交通圏人口が拡大 ○中国地方全土から広島空港を利用 
○高速ＩＣへ２０分でアクセスできる県内産業団地数の増加 
陸・海・空からのアクセス基盤が整備され，

国内外からの観光交流人口の増加や観光地

間の周遊性をもたらすことにより，裾野の広

い観光産業が発展しています。 ○高速ＩＣから２０分でアクセスできる観光地数が増加 
 ひひひひひひひひとととととととと・・・・・・・・モモモモモモモモノノノノノノノノ         

広域交通広域交通広域交通広域交通    
中枢拠点性中枢拠点性中枢拠点性中枢拠点性    
物流基盤物流基盤物流基盤物流基盤    
観光基盤観光基盤観光基盤観光基盤    
観光基盤観光基盤観光基盤観光基盤    交通安全交通安全交通安全交通安全    
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※広島県以外の区域は，現在供用している区間，及び国が公表している平成２７年度までの供用予定区間を実線で掲載しています。 



Ⅱ－３ １０年後の社会資本のあるべき姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時における県民の生命・身体・財産への被害を

最小限にするための県土づくりが進むとともに，自

ら身を守る「自助」，地域で助け合う「共助」，県・

市町の行う「公助」の役割分担と連携により，社会

全体で取り組む防災協働社会が進展しています。 
住宅や主要施設周辺のバリアフリ

ー化率が高まり，支援や介護が必

要な人が，地域で安心して生活で

きる環境の整備が進んでいます。 

都市地域においては，機能的で魅力的な市街地や施設等が整備

されることにより，都市機能が充実したコンパクトで利便性の

高いまちの形成が進み，にぎわいが創出されています。 

中山間地域においては，地域の自立を支える生活交通の円滑化により，日常生活圏

が維持されるとともに，地域連携を支える広域交通網により，市町中心地などへの

アクセス性が確保され，都市的サービスを享受できる環境の整備が進んでいます。 

尾道松江線が全通 
東南アジアとの 貿易拠点・福山港 

○洪水・高潮・土砂災害，地震へのハード対策や土砂災害警戒区域等の指定によるソフト対策の充実 ○主要施設のバリアフリー化が進み，福祉のまちづくりが進展 

○混雑区間の解消の進展 
○市町中心地への 30 分交通圏人口が拡大 

  ひひひひひひひひとととととととと・・・・・・・・モモモモモモモモノノノノノノノノ         ひひひひひひひひとととととととと・・・・・・・・モモモモモモモモノノノノノノノノ         
ひひひひひひひひとととととととと・・・・・・・・モモモモモモモモノノノノノノノノ         広島都市高速道路が完成 

東広島・呉道路が全通 中四国地域のアジアとの貿易拠点・広島港 環境保全環境保全環境保全環境保全    

都市地域都市地域都市地域都市地域    
中山間地域中山間地域中山間地域中山間地域    

生活環境生活環境生活環境生活環境    
防災防災防災防災・・・・減災減災減災減災    

 

 13 
 

再生可能エネルギーが利用され，環

境への負荷の少ない持続可能な社会

の仕組みの構築が進んでいるととも

に，自然環境の保全が進んでいます。 ○下水道普及率の上昇 


